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とくしま経済飛躍ファンド（農商工連携枠）（徳島県）ＪＡ徳島県信連  

タイトル とくしま経済飛躍ファンド(農商工連携枠) 

 JA名 JA徳島県信連(徳島県） 

1 動機 

（経緯） 

とくしま経済飛躍ファンドとは、徳島県が 125億円のファンドとして創設し、

創業､経営革新等の県内のがんばる中小企業者等が行う新たな取り組みに対して

その経費の一部を助成する事業で、ＬＥＤバレイ推進枠(40億円)、地域資源活用

枠(60億円)、農商工連携枠(25億円)を設けています。 

本会県としては、当該事業の運営主体である「(財)徳島産業振興機構」に対し、

無利子融資(1億円)を行っております。 

2 概要 とくしま経済飛躍ファンド(農商工連携枠)の概要 

・安全で豊かな農林水産物と中小企業の有する優れた技術という、本県の強みを

活かした農商工連携体の事業（(1)「新商品・技術開発支援事業」、(2)「販路

開拓支援事業」、(3)「農商工連携体支援事業」）に対して､助成を行うことによ

り地域活性化を図ります。 

・当ファンドの運営主体である「(財)徳島産業振興機構」に対し、徳島県が 20.1

億円（うち 20億円は「(独)中小企業基盤整備機構」が県に対し無利子融資）、

地元金融機関が 4.9 億円（うち 1 億円が徳島県信連）の無利子融資を行うもの

です。 

3 成果 

（効果） 

県内の農林水産事業者と中小企業者等が連携する事業を後押しする効果が見込

まれます。 

4  今後の

予定（課題） 

平成 22年度には第 2回目の「農商工連携枠」事業案を募集しております。 

 


